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の環境と住まい方の実態
霊女短大）

林緩枝　田口秀子（秋田大）

目的：　風土適合型住宅は、気密性や断熱性に富む快適空間を提供する住宅として普及し

ているが、生活上での制約もあり、その住まい方にも問m.が見られる。本研究では。これ

らの住居内環境衛生状況に着sし、風土適合型住宅の住まい方において注意しなけれぱな

らない点について調査したので、－その事例について報告する。

方法：　調査対象・秋田県内のタ建て住宅及びアパートと対照群としてケアハウスの計35

ケース（在米工法住宅を含む）。　調東内容■ ①住居内環境計測項a =a)住居内の温・

湿度測定　b）エアサンプラーによる室内空気の徽生物観察　②聞き*.り項a =家族状態、

清掃、空調システム運転状況、喫煙、調理、風呂の始末、観葉械物やペットの有無などの

住まい方、及び立地条件等。　調吏時期・1 9 9 8 年7月～1 9 9 9年3 n

結果：　各タの衛生環境にはかなりの羞が見られた。この差異は①主として住まい方、と

りわけ日常の清掃状況や洗濯肴の住居内乾燥、窓の開閉頻度、ペヅトや観葉植物の有無等

によって生じている。また住居1*1温度の低い住宅では徽生物の発生が少ない。②立地や方

in.、間取りや窓の位星、暖房器具の種類等の及ぼす影響も見られ、低湿地や池、川のそぱ、

西9を強く受ける方位の家ではその衛生環境の悪化は顕著である。③外的条件と家族形態

が等しいケアハウス内居霊にも、住まい方による差が目られ、観葉植物の有無、住まい方

による結露発生の差がみられた。　以上のことから冬季の高温保持やt,密性が尊ばれる今

日の寒冷地住宅においては、日常の窓開けや、水拭きなど、9常の清掃方法や管理等の基

本的な住まい方が室内衛生環境差異に大きく関わっていることが明らかとなった。

1 P-44 幼稚園
　－「

:校低・中学年向け菓子作りメニューの検討
的な学習の時間」における調理活動の支援に関する研究n-

　　　　　　　　　○岩崎礼子*　湯川聴子＊　湯川夏子*＊

　　　　　　　　　(＊奈良教育大学*＊神戸学院女子短期大学）

【目的】本研究室における昨年度の調査によって,小学生低・中学年での多様な調理経験

の実態が明らかになった。家庭科教育に入る以前の低・中学年でも,学校における調理実
習は可能であるとの示唆を得た。そこで小学生に最も関心の高い菓子作りについて,学校

教育の場で実践可能なレシピを考えて,現場における教育活動に資する事を目的とした。
　【方法】①小学生の希望品目調査と,現場教員へのアンケート調査から実践可能であると

思われる次の1 1品目を仮定する。すなわち丿レープ,クッキー,ホットケーキ,ブラウニ
－,マドレーヌ,プ!Jン,フルーツゼジ

②いくっかのレシピより試作実験

乳かん,白玉だんご,牛乳ババロア,お団子である。

≒学校教育に適した方法を求める。　５人以上の評
価者を設定し,味・外観・食感・好み・総合評価を評価し,レシピを検討する。③②で求め
たレシピで調理経験の浅い大学生による試作実験を行う。④幼稚園での実践を行う。

【結果】菓子のメニューを試作実験した結果,時間・準備などを考慮すれば,これらすべ

てのメニューは実践可能であることがわかった。一方,現場教員が実践可能だと考えてい
る上位の,ホットケーキ,クッキー,クレープと,子どもたちが好むマドレーヌ,プチマーブル，

ブラウニーを比較すると,同等かそれ以上に後者は簡単にできることがわかった。最も初

歩的なドロップクッキーを幼稚園で実践すると,準備,やり方,材料の量を考慮すれば,幼稚
園児でも実践可能であることがわかった。以上のことより,幼稚園・小学校低・中学年の

槃子作りは,その発達年齢に適切な,準備・援助を行えば,多様なメニューの菓子作りが可能

であり,総合的な学習の時間での取り組みへの応用も可能である事が分かった。
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